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Ⅰ 調査の概要 
 

１ 調査の目的 

   東日本大震災から９年が経過しましたが、現在も約 1,600 人の方々が本県での

避難生活を続けています。 

避難生活が長期化する中で、避難者の方々がどのようなニーズをもっているか、

どのような支援を望んでいるか等を調査し、今後の避難者支援策に資することを

目的として実施しました。 

 

２ 調査項目  

（１）世帯の現状について 

（２）山形での生活について 

（３）今後の生活について 

（４）心身の健康について 

（５）教育や子育てについて 

（６）高齢者の生活について 

（７）就業・就職について 

（８）相談支援機関と相談交流について 

（９）県内で行っている避難者支援事業について 

 

３ 調査設計 

（１）調査地域 ： 山形県全域 

（２）調査対象 ： 東日本大震災により山形県内に避難されている 547 世帯 

（３）調査方法 ： 郵送によるアンケート調査 

（４）調査期間 ： 令和２年７月上旬～７月下旬 

（５）回 答 数 ： 153 世帯 (回収率：28.0％) 

    ※参考 令和元年度は 613 世帯に送付し、回収は 156 世帯（回収率 25.4％） 

 ※参考 平成 24 年度は 3,855 世帯に送付し、回収は 1,275 件（回収率 33.1％） 

     

※ 注意点 

（１） 小数点第 2位を四捨五入しているため、百分率の合計が 100％にならない場合があります。 

（２） 一つの質問で回答が複数ある場合、回答率が 100％を超える場合があります。 

（３） 昨年度の集計方法を一部見直した結果、昨年度の調査結果の数値と異なる場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 

【回答者について】 

 

 

 

  

 

 回答者の性別は、男性が 34.0％、女性が 62.1％、無回答が 3.9％となっています。 

年齢別では多い順から、40 歳代 40.5％、50 歳代 18.3％、70 歳以上 20.9％で、男性は 50

歳以上が 71.1％となっており、女性は 40 歳代と 50 歳代で 71.5％となっています。 

避難先の市町村は、山形市が 30.7％と最も多く、次いで米沢市、酒田市、寒河江市の順と

なっています。 

男性, 34.0% 女性, 62.1%

無回答, 3.9%

性別

30歳代, 9.8%

40歳代, 40.5% 50歳代, 18.3%

60歳代, 8.5%

70歳以上, 20.9%

無回答, 2.0%

年齢

30歳代, 12.6%

30歳代, 5.8%

40歳代, 52.6%

40歳代, 23.1%

50歳代, 18.9%

50歳代, 19.2%

60歳代, 5.3%

60歳代, 15.4%

70歳以上, 10.5%

70歳以上, 36.5%

女

男

男女別年齢

山形市, 30.7% 米沢市, 17.0%

酒田市, 8.5%

寒河江市, 5.9%

高畠町, 5.2%

長井市, 5.2%

南陽市, 3.9%

天童市, 3.9%

鶴岡市, 2.6%

その他, 8.5%

無回答, 8.5%

避難先の市町村
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１ 世帯の現状について 

（１）避難元の県・市町村、避難の理由 

 

 

 

避難元については、福島県が 84.3％、宮城県が 13.1％でした。市町村別では、福島市、南

相馬市、浪江町、石巻市、郡山市、伊達市の順となっています。 

 

 

 

避難の理由は、「放射線による健康への影響が心配なため」が 44.4％と一番多く、次いで

「避難指示等があった」31.4％、「家屋が損壊したため」14.4％となっています。 

 

 

 

福島県, 84.3%

宮城県, 13.1%

その他, 2.0%

無回答, 0.7%

避難元の県

福島市, 26.8% 南相馬市, 21.6%

浪江町, 8.5%

石巻市, 5.9%

郡山市, 4.6%

伊達市, 3.9%

その他, 24.2%

無回答, 4.6%

避難元の市町村

避難指示等があった, 

36.0%

避難指示等があった, 

32.1%

避難指示等があった, 

31.4%

家屋が損壊したため, 

9.5%

家屋が損壊したため, 

13.5%

家屋が損壊したため, 

14.4%

放射線による健康への影

響が心配なため, 43.5%

放射線による健康への影

響が心配なため, 45.5%

放射線による健康への影

響が心配なため, 44.4%

その他・無回答, 

11.0%

その他・無回答, 

9.0%

その他・無回答, 

9.8%

H30

R元

R2

避難の理由
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（２）避難世帯の家族状況、避難の状況、避難している住宅の種類 

  

 

 

   

   

家族の構成は、子どもがいる世帯は 55.5％、子どもがいない世帯は 38.6％となっています。

65 歳以上の高齢者のいる世帯は、33.3％となっており、うち単身者は 7.2％、65 歳以上の 

高齢者のみの複数人世帯は 8.5％となっています。 

※「65 歳以上の高齢者がいる世帯の構成」は令和元年度の新規項目 

17.0%

26.8%
24.8%

19.0%

5.2%
3.3% 3.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

無
回
答

家族の人数

両親共にいる世帯, 

28.5%

両親共にいる世帯, 

31.4%

両親共にいる世帯, 

26.1%

両親のいる世帯以外, 

27.0%

両親のいる世帯以外, 

28.2%

両親のいる世帯以外, 

29.4%

単身(65歳未満), 10.0%

単身(65歳未満), 6.4%

単身(65歳未満), 10.5%

単身(65歳以上), 6.0%

単身(65歳以上), 7.7%

単身(65歳以上), 7.2%

65歳以上のみの複数人, 

7.0%

65歳以上のみの複数人, 

3.8%

65歳以上のみの複数人, 

8.5%

その他, 17.0%

その他, 12.8%

その他, 12.4%

不明, 4.5%

不明, 9.6%

不明, 5.9%

H30

R元

R2

家族の構成

子どもがいない世帯 40.0%

子どもがいない世帯 38.6%

18歳以下の子どもがいる世帯 55.5%

18歳以下の子どもがいる世帯 55.5%

18歳以下の子どもがいる世帯 59.6%
子どもがいない世帯 30.8%

単身, 7.2%

65歳以上のみの複数

人世帯, 8.5%

65歳以上を含む複数

人世帯, 12.4%

無回答, 5.2%

いない, 47.1% 不明, 19.6%

65歳以上の高齢者がいる世帯の構成
65歳以上の高齢者がいる世帯 33.3%

単身, 7.7%

65歳以上のみの複数

人世帯, 3.8%

65歳以上を含む複数

人世帯, 13.5%

無回答, 4.5%

いない, 38.5% 不明, 32.1%

65歳以上の高齢者がいる世帯 29.5%

R２ 

R 元 
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避難の状況は、家族全員で避難している世帯が 50.3％、家族の一部で避難している世帯が

45.8％となっており、うち家族と離れて母子のみで避難している世帯は全体の 21.6％となっ

ています。 

 

 

  

家族全員で避難（単身

含む）, 49.5%

家族全員で避難（単身

含む）, 58.3%

家族全員で避難（単身

含む）, 50.3%

母子のみ避難, 20.5%

母子のみ避難, 19.2%

母子のみ避難, 21.6%

左記以外, 24.5%

左記以外, 17.3%

左記以外, 24.2%

不明, 5.5%

不明, 5.1%

不明, 3.9%

H30

R元

R2

避難の状況

家族の一部で避難 45.8%

家族の一部で避難 45.0%

家族の一部で避難 36.5%

週１回, 27.8%

週１回, 17.5%

週１回, 21.4%

月２～３回, 21.1%

月２～３回, 22.8%

月２～３回, 24.3%

月１回, 7.8%

月１回, 14.0%

月１回, 11.4%

２～３か月に１回, 

17.8%

２～３か月に１回, 

14.0%

２～３か月に１回, 

10.0%

その他, 25.6%

その他, 31.6%

その他, 31.4%

無回答, 1.4%

H30

R元

R2

避難元の家族と会う頻度
（設問の対象者は家族の一部で避難された方）
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避難している住宅の種類は、「賃貸住宅（自己負担）」が 47.1％、「持ち家（避難後に取得）」

が 37.3％、「公営住宅」が 5.9％となっており、「持ち家（避難後に取得）」の割合は、年々増

加しています。 

 ※平成 29年 3 月で、避難指示区域以外の避難者への借上げ住宅の供与が終了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃貸住宅（自己負担）, 36.0%

賃貸住宅（自己負担）, 48.7%

賃貸住宅（自己負担）, 47.1%

持ち家（避難後に取得), 

23.5%

持ち家（避難後に取得), 

32.1%

持ち家（避難後に取得), 

37.3%

公営住宅

（県・市町村営）, 6.5%

公営住宅

（県・市町村営）, 6.4%

公営住宅

（県・市町村営）, 5.9%

親戚、知人宅, 3.5%

親戚、知人宅, 3.2%

親戚、知人宅, 5.9%

賃貸住宅（県借上げ

住宅）, 25.0%

賃貸住宅（県借上げ

住宅）, 5.8%

賃貸住宅（県借上げ

住宅）, 2.6%

その他無回答, 5.5%

その他無回答, 3.8%

その他無回答, 1.3%

H30

R元

R2

避難している住宅の種類
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２ 山形での生活について 

（１）「困っていること、不安なこと」について 

      

 今の生活で困っていること・不安なことは、「生活資金のこと」が 52.3％と最も多く、次い

で「自分や家族の身体の健康」51.6％、「自分や家族の心の健康」39.2%の順となっています。 

「生活資金のこと」は上位であるものの、その割合は年々低下しています。 

 

52.3%

51.6%

39.2%

32.7%

30.7%

17.6%

16.3%

14.4%

14.4%

13.1%

12.4%

11.8%

9.8%

7.2%

3.9%

3.3%

2.0%

2.0%

2.0%

0.7%

5.2%

11.1%

5.2%

58.3%

48.1%

30.8%

29.5%

34.0%

12.8%

17.3%

11.5%

10.3%

20.5%

23.1%

12.8%

14.7%

4.5%

6.4%

5.8%

1.9%

7.7%

5.1%

0.6%

2.6%

7.1%

3.8%

64.0%

49.0%

36.0%

31.0%

40.5%

16.0%

22.5%

15.0%

23.5%

30.5%

8.5%

10.0%

8.0%

5.0%

6.5%

1.5%

12.0%

3.0%

3.5%

3.0%

5.5%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

生活資金のこと

自分や家族の身体の健康

自分や家族の心の健康

仕事のこと

住まいのこと

教育のこと

放射線の影響のこと

高齢者の生活のこと

地元の家族と過ごす時間が少ないこと

避難生活の先行きが見えないこと

山形県での冬（雪）の生活のこと

育児・子育てのこと

残してきた家や財産のこと

地元との交通に関すること

困りごとの相談相手がいないこと

地域にうまくとけこめないこと

生活に関する情報の入手のこと

家族、友人など人間関係のこと

避難先で必要な行政サービスが受けられない

こと

避難元の情報が入らないこと

その他

特にない

無回答

今の生活で困っていること、不安なこと（複数回答）

R2

R元

H30
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（２）生活資金について 

 

 

世帯における生活資金をどこから得ているかについては、「避難している方の給料や賃金」

が 61.4％と最も高く、続いて「貯金」、「年金」、「避難元で働いている家族の給料や仕送り」、

「児童手当・児童扶養手当等の各種手当」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

61.4%

33.3%

28.1%

27.5%

24.2%

11.1%

4.6%

1.3%

0.7%

3.3%

2.6%

66.0%

28.8%

26.9%

19.2%

19.9%

11.5%

1.3%

1.3%

0.6%

1.9%

2.6%

61.0%

33.0%

28.0%

22.0%

20.0%

14.0%

3.5%

1.0%

0.0%

3.5%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

避難している方の給料や賃金

貯金

年金

避難元で働いている家族の給料や仕送り

児童手当・児童扶養手当等の各種手当

東京電力からの損害賠償金

親戚・知人からの援助

生活保護

雇用保険の失業給付等

その他

無回答

世帯の生活資金（あてはまるもの３つまで）

R2

R元

H30
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（３）避難者支援に関する情報の入手について 

    

 

 

避難者支援に関する情報の入手手段は、「行政機関（県・市町村）からのお知らせ」が 75.2％

と最も多く、次いで「社会福祉協議会（生活支援相談員）からのお知らせ」、「携帯電話、ス

マートフォン、タブレット等」、「友人、知人」の順となっています。 

  

75.2%

56.9%

22.9%

15.0%

13.1%

12.4%

11.1%

7.8%

7.2%

4.6%

0.7%

1.3%

3.3%

82.1%

50.0%

23.7%

10.9%

15.4%

11.5%

5.8%

7.1%

5.1%

2.6%

1.9%

1.3%

2.6%

81.5%

49.0%

21.0%

14.5%

13.5%

14.5%

10.5%

7.5%

5.0%

2.5%

1.0%

1.5%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

行政機関（県・市町村）からのお知らせ（避難元を含む）

社会福祉協議会（生活支援相談員）からのお知らせ

携帯電話、スマートフォン、タブレット等

友人、知人

避難者支援センターの窓口

支援団体等からのお知らせ

テレビ

新聞

パソコン

ラジオ

その他

入手する手段がない

無回答

避難者支援に関する情報の入手手段（複数回答）

R2

R元

H30
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（４）避難者支援に関する情報で希望する内容について 

 

 

 

避難者支援に関する情報で希望する内容は、「健康に関すること」が 28.1％と最も高くな

っています。次いで「山形県内の生活情報」、「住宅に関すること」、「仕事に関すること」の

順となっています。 

 ※「高齢者の生活に関すること」は令和元年度の新規項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.1%

27.5%

26.8%

24.2%

23.5%

17.6%

13.7%

11.1%

10.5%

9.2%

7.8%

13.1%

32.1%

19.2%

36.5%

26.3%

24.4%

16.7%

15.4%

13.5%

9.0%

13.5%

5.8%

10.9%

30.0%

24.5%

40.0%

27.0%

23.0%

15.5%

11.0%

11.5%

13.0%

5.0%

11.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

健康に関すること

山形県内の生活情報

住宅に関すること

仕事に関すること

教育や子育てに関すること

山形県内のイベント情報

高齢者の生活に関すること

避難元の行政情報

交流会に関すること

避難元の復興状況

その他

無回答

避難者支援に関する情報で希望する内容（複数回答）

R2

R元

H30
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（５）新型コロナウイルス感染症による影響について 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響については、「休校のため勉強の遅れが心配」が 36.6%と

最も多く、次いで「移動自粛により避難元にいる家族との時間が減った」、「勤務先の状況に

より収入が減少した」、「感染が心配で通院が困難になった」の順になっています。 

 

 

 

（６）新型コロナウイルス感染症による影響について相談したいこと(自由記入) 
 

・学校が休校になったことで、勉強の遅れが今後どのように影響していくか不安。 

・コロナ対策での出費増加。子供たちの健康状態が心配。 

・収入の減少により、このままだと家のローンが払い続けられるか不安。 

・頼りにできる家族が近くにいないので、どちらか一人でも感染がでればどうして良いか分

からない。 

 

などの記載がありました。 

※「新型コロナウイルス感染症による影響」は令和２年度の新規項目 

 

 

 

 

36.6%

33.3%

21.6%

18.3%

17.0%

16.3%

9.8%

5.9%

5.2%

3.3%

0.7%

4.6%

19.0%

3.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

休校のため勉強の遅れが心配

移動自粛により避難元にいる家族との時間が減った

勤務先の状況により収入が減少した

感染が心配で通院が困難になった

先行きへの不安のため心身に不調をきたした

イベント等の中止により地域との関わりが減った

交流会等の中止により気分が落ち込む

雇用関係に変化があった（解雇など）

求職活動に支障があった

子供の預け先がなく仕事に支障があった

高齢の家族が介護サービスを受けられずに家族の負担が増加した

その他

特にない

無回答

新型コロナウイルス感染症による影響（３つまで）
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３ 今後の生活について 

（１）今後の予定について 

 

 

 今後の予定について、「山形県に定住したい」が 37.3％、「もうしばらく山形県で生活した

い」が 34.6％となっており、当面、山形での生活を続けたいと考えている方が 71.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.3%

34.6%

13.7%

6.5%

3.3%

4.6%

40.4%

34.0%

16.0%

5.1%

1.9%

2.6%

30.0%

43.5%

16.0%

7.5%

1.5%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

山形県に定住したい

もうしばらく山形県で生活したい

今後どこで生活するか未定である

避難元の県に戻って生活したい

避難元県及び山形県以外の都道府県に移り住みたい

無回答

今後の予定

R2

R元

H30
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（２）避難期間の見通しと帰還について 

 

 

３（１）で、「避難元の県に戻って生活したい」、「もうしばらく山形県で生活したい」、「避

難元県及び山形県以外の都道府県に移り住みたい」と答えた方が、県内での避難生活をいつ

までと考えているかについては、「子供が独立するまで」が 23.5％で最も多く、次いで「子

供の入学、入園や卒業、卒園まで」が 17.6％となっております。 

また 19.1％の方が「わからない、未定」となっています。 

  ※「子供が独立するまで」と「今の就職先を定年退職するまで」は令和 2年度の新規項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.5%

17.6%

8.8%

8.8%

2.9%

2.9%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

4.4%

19.1%

10.3%

35.9%

14.1%

0.0%

4.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

9.4%

32.8%

3.1%

31.4%

15.2%

3.8%

4.8%

0.0%

1.0%

3.8%

1.0%

9.5%

25.7%

3.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

子供が独立するまで

子供の入学、入園や卒業、卒園まで

放射線の心配がなくなるまで

今の就職先を定年退職するまで

避難元の住居が復旧・確保できるまで

借上げ住宅の提供が続く限り

除染が終了するまで

避難指示が解除されるまで

避難元が復興するまで

避難元で仕事が見つかるまで

その他

わからない、未定

無回答

山形県内での避難期間の見通し

R2

R元

H30
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 ３（１）で、「避難元の県に戻って生活したい」、「もうしばらく山形県で生活したい」、「今

後どこで生活するか未定である」と答えた方の、避難元の県へ帰還することとなった場合の

心配なことは、「仕事のこと」と答えた方が 56.0％と最も多く、年々増加しています。次い

で、「生活資金のこと」、「住まいのこと」の順となっています。「放射線の影響のこと」は年々

減少しています。 

 
 

  

56.0%

45.2%

45.2%

36.9%

32.1%

28.6%

25.0%

21.4%

17.9%

14.3%

8.3%

4.8%

2.4%

1.2%

3.6%

2.4%

13.1%

48.8%

41.9%

34.9%

40.7%

29.1%

33.7%

25.6%

17.4%

17.4%

17.4%

12.8%

2.3%

5.8%

0.0%

1.2%

0.0%

11.6%

46.3%

44.8%

35.1%

44.8%

24.6%

38.8%

21.6%

15.7%

17.9%

11.2%

9.7%

2.2%

2.2%

1.5%

3.7%

3.0%

7.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

仕事のこと

生活資金のこと

住まいのこと

放射線の影響のこと

自分や家族の心の健康

自分や家族の身体の健康

地域住民との人間関係のこと

家族、友人など人間関係のこと

先行きが見えないこと

教育のこと

育児・子育てのこと

生活に関する情報の入手のこと

困りごとの相談相手がいないこと

避難元の情報が入らないこと

その他

特にない

無回答

避難元の県へ帰還することとなった場合、心配なこと（複数回答）

R2

R元

H30
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（３）山形県内への定住について 

 
 

 ３（１）で、「もうしばらく山形県で生活したい」、「山形県に定住したい」と答えた方の理

由は、「子どもが就学したため」が 37.3％と最も多く、次いで「放射線の心配が少ないため」、

「山形県が気に入ったため」の順となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

37.3%

31.8%

25.5%

22.7%

19.1%

17.3%

12.7%

10.0%

15.5%

4.5%

6.4%

39.7%

43.1%

27.6%

27.6%

22.4%

13.8%

16.4%

15.5%

16.4%

2.6%

4.3%

40.1%

46.3%

26.5%

21.8%

17.7%

15.6%

8.8%

17.7%

15.0%

0.0%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子どもが就学したため

放射線の心配が少ないため

山形県が気に入ったため

就職したため

知り合いが増えたため

親類・知人がいるため

家族の中に山形県出身者がいるため

避難元に近いため

その他

特にない

無回答

「もうしばらく山形県で生活したい」「山形県に定住したい」と答えた方の理由

（複数回答）

R2

R元

H30
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 ３（１）で、「もうしばらく山形県で生活したい」、「山形県に定住したい」と答えた方が希

望する住居の形態は、「持ち家（戸建新築）」が 29.1％と最も多く、次いで「賃貸（アパート・

マンション）」、「持ち家（戸建中古）」の順となっています。 

※持ち家（戸建）は、令和元年度より、持ち家（戸建新築）と持ち家（戸建中古）に分離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.1%

20.9%

13.6%

9.1%

7.3%

2.7%

8.2%

9.1%

35.3%

14.7%

14.7%

11.2%

8.6%

2.6%

6.9%

6.0%

20.4%

10.9%

12.9%

3.4%

34.7%

8.2%

9.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

持ち家（戸建新築）

賃貸（アパート・マンション）

持ち家（戸建中古）

公営住宅

賃貸（戸建）

持ち家（分譲マンション）

持ち家（戸建）

その他

無回答

「もうしばらく山形県で生活したい」「山形県に定住したい」と答えた方の

希望する住居

R2

R元

H30
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３（１）で、「もうしばらく山形県で生活したい」、「山形県に定住したい」と答えた方の希望

する支援は、「定住への資金援助」が 37.3％と最も多く、次いで「子育てに関する支援」、「山

形県内の住まいに関する情報提供」の順となっています。 

※「高齢者の生活に関する支援」は令和元年度の新規項目 

 

 

 

 

 

 

37.3%

27.3%

24.5%

21.8%

18.2%

17.3%

15.5%

6.4%

5.5%

5.5%

0.9%

2.7%

15.5%

7.3%

44.0%

15.5%

29.3%

29.3%

13.8%

15.5%

16.4%

7.8%

6.0%

4.3%

3.4%

5.2%

13.8%

6.9%

46.9%

10.9%

30.6%

21.8%

19.0%

12.9%

13.6%

5.4%

2.7%

2.0%

4.1%

12.9%

8.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

定住への資金援助

子育てに関する支援

山形県内の住まいに関する情報提供

定住支援策に関する情報提供

高齢者の生活に関する支援

就職に関する支援

新築・リフォームに関する助成や利子補給

定住に関する相談窓口の充実

定住した方との交流会の開催

地域住民との交流に関する支援

就農に関する支援

その他

特別な支援は必要ない

無回答

「もうしばらく山形県で生活したい」「山形県に定住したい」と答えた方の

希望する支援（複数回答）

R2

R元

H30
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 希望する支援について「山形県内の住まいに関する情報提供」と答えた方の「※必要な情

報は何ですか」の問いに対する回答は、「賃貸住宅」が 40.7％と最も多く、次いで「中古住

宅」、「公営住宅」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.7%

37.0%

29.6%

14.8%

11.1%

3.7%

11.1%

44.1%

32.4%

41.2%

26.5%

29.4%

2.9%

5.9%

42.2%

31.1%

51.1%

15.6%

20.0%

4.4%

11.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

賃貸住宅

中古住宅

公営住宅

土地

建売住宅

分譲マンション

無回答

山形県内の住まいに関する必要な情報（複数回答）

R2

R元

H30
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４ 心身の健康について 

（１）心身の不調について 

 

 

 心身の不調については、「疲れやすく体がだるい」が 35.3％で最も多く、次いで、「よく眠

れない」、「憂うつで気分が沈みがち」となっています。 

「特にない」という方の割合は 34.6％となっており、「無回答」3.9％と合わせても、約６

割の方は心身に何らかの不調を抱えています。 

  

35.3%

22.9%

21.6%

19.6%

19.0%

14.4%

12.4%

11.8%

10.5%

6.5%

4.6%

5.9%

34.6%

3.9%

32.7%

21.2%

21.2%

19.9%

17.3%

16.0%

11.5%

13.5%

18.6%

5.1%

2.6%

7.1%

28.2%

3.8%

39.0%

22.5%

17.0%

25.5%

18.0%

20.5%

13.0%

16.0%

10.5%

11.0%

3.0%

6.5%

22.5%

7.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

疲れやすく体がだるい

よく眠れない

憂うつで気分が沈みがち

イライラする

頭痛や胃痛がする

孤独を感じる

飲酒や喫煙の量が増えた

以前楽しめたことが楽しめない

ささいな音やゆれに反応する

持病が悪化した

食欲がない

その他

特にない

無回答

心身の不調について（複数回答）

R2

R元

H30



（２）心身の不調に対しての

心身の不調に対しての対応について

別何もしていない」、「家

※「心身の不調に対しての対応」は

 

（３）

 

心身の健康について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

35.3％

でした

生活支援相談員等に相談している

（２）心身の不調に対しての

心身の不調に対しての対応について

別何もしていない」、「家

「心身の不調に対しての対応」は

（３）健康の相談相手について

心身の健康について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

％が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

でした。 

医療機関を受診している

特別何もしていない

家族や友人に相談している

医療機関の受診を検討している

どうしたらいいか分からない

生活支援相談員等に相談している

山形県内にいる

山形県外にいる

相談する必要がない

相談したいがいない

山形県内だけにいる

（２）心身の不調に対しての

心身の不調に対しての対応について

別何もしていない」、「家族や友人に相談している」

「心身の不調に対しての対応」は

健康の相談相手について

心身の健康について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

医療機関を受診している

特別何もしていない

家族や友人に相談している

医療機関の受診を検討している

どうしたらいいか分からない

生活支援相談員等に相談している

無回答

心身の不調に対しての対応（複数回答）

0.0%

山形県内にいる

山形県外にいる

相談する必要がない

相談したいがいない

無回答

心身の健康について相談する相手（複数回答）

山形県内だけにいる, 

36.6%

いる

（２）心身の不調に対しての対応に

心身の不調に対しての対応について

族や友人に相談している」

「心身の不調に対しての対応」は令和２年度の新規項目

健康の相談相手について 

心身の健康について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

3.3%

0.0%

医療機関を受診している

特別何もしていない

家族や友人に相談している

医療機関の受診を検討している

どうしたらいいか分からない

生活支援相談員等に相談している

無回答

心身の不調に対しての対応（複数回答）

4.6%

9.8%
6.4%

9.0%

10.0%

心身の健康について相談する相手（複数回答）

山形県内と県外にいる

相談相手の有無・相談相手

いる 71.9%
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について 

心身の不調に対しての対応については、「医療機関を受診している」が

族や友人に相談している」

令和２年度の新規項目

心身の健康について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

13.7%

8.5%

8.5%

3.3%

8.5%

10.0%

心身の不調に対しての対応（複数回答）

13.7%

9.8%

12.8%

15.4%

14.5%

15.0%

9.0%

20.0%

心身の健康について相談する相手（複数回答）

山形県内と県外にいる

19.6%

相談相手の有無・相談相手

20 - 

は、「医療機関を受診している」が

族や友人に相談している」の順となっています。

令和２年度の新規項目 

心身の健康について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

13.7%

20.0%

心身の不調に対しての対応（複数回答）

28.8%
31.0%

30.0%

心身の健康について相談する相手（複数回答）

山形県内と県外にいる, 

山形県外だけにいる

15.7%

相談相手の有無・相談相手

は、「医療機関を受診している」が

なっています。

心身の健康について、相談する相手がいるかをたずねたところ、56.2％

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

32.0%

30.0%

心身の不調に対しての対応（複数回答）

35.3%
28.8%

31.0%

40.0%

心身の健康について相談する相手（複数回答）

山形県外だけにいる, 

相談したいがいない

4.6%

相談する必要がない

は、「医療機関を受診している」が 42.5％、次いで「特

なっています。 

％が「山形県内にいる」、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

42.5%

32.0%

40.0%

49.5%

50.0%

心身の健康について相談する相手（複数回答）

R2

R

H30

相談したいがいない, 

相談する必要がない, 

13.7%

無回答

 

％、次いで「特

 

 

が「山形県内にいる」、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の 71.9％

42.5%

50.0%

56.2%
56.4%

60.0%

R2

R元

H30

, 

無回答, 9.8%

％、次いで「特

が「山形県内にいる」、

％
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（４）心身の健康に関する要望について 

     

 

 心身の健康に関して望むことは、「心身の健康に役立つ情報が欲しい」が 18.3％と最も多

く、次いで「医療機関の情報が欲しい」、「相談できるところを知りたい」と「話を聞いてほ

しい」が同率となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.3%

9.8%

6.5%

6.5%

6.5%

2.6%

1.3%

0.0%

3.9%

52.3%

11.8%

23.1%

14.7%

10.3%

10.9%

10.9%

4.5%

1.3%

1.9%

1.9%

39.7%

12.8%

22.5%

13.5%

6.5%

7.0%

10.0%

5.0%

2.0%

4.5%

4.0%

43.0%

13.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

心身の健康に役立つ情報がほしい

医療機関の情報がほしい

相談できるところを知りたい

話を聞いてほしい

つらい気持ちを共有できる相談相手がほしい

臨床心理士のカウンセリングを受けたい

地域の人とコミュニケーションをとりたい（見守りがほしい）

生活支援相談員等に訪問してほしい

その他

特にない

無回答

心身の健康に関して望むこと（複数回答）

R2

R元

H30
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（５）福祉サービスの利用状況及び困っていることについて 

 

 

 

家族に福祉サービスが必要な方がいるのは全体の 5.9％で、そのうちサービスを利用して

いるのは 88.9％でした。困っていることや不安に思っていることは、「通院が困難」と「参

加できる交流の場がない」が同率 22.2％と最も多くなっています。 

 

いる, 5.9% いない, 86.9%

無回答, 7.2%

福祉サービスが必要な方

利用している, 88.9%
利用していない,

11.1%

福祉サービス利用の有無

22.2%

22.2%

11.1%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

22.2%

22.2%

22.2%

20.0%

6.7%

6.7%

0.0%

6.7%

13.3%

0.0%

13.3%

53.3%

6.7%

8.0%

8.0%

8.0%

12.0%

16.0%

0.0%

8.0%

16.0%

28.0%

16.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

通院が困難

参加できる交流の場がない

買い物が困難

地域にうまくとけこめない

介護、障がい児・者に関する相談先がわからない

避難先で必要な福祉サービスが受けられない

避難元の福祉サービスの情報がない

その他

特にない

無回答

福祉サービスが必要な方の困っていること、不安に思っていること

（複数回答）

R2

R元

H30
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５ 教育や子育てについて（設問の対象者は 18 歳以下の子どもがいる方） 

（１）教育や子育てで困っていること、不安なことについて 

 

 

 

教育や子育てで困っていること、不安なことは、「子供の進学や進路が心配だ」が 56.5％

で最も多く、次いで「子育て、教育にかかる経済的負担が大きい」が 38.8％と多くなってい

ます。 

  

 

 

 

56.5%

38.8%

25.9%

14.1%

11.8%

10.6%

8.2%

5.9%

5.9%

4.7%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

1.2%

16.5%

5.9%

40.9%

35.5%

15.1%

10.8%

9.7%

15.1%

2.2%

2.2%

3.2%

6.5%

1.1%

2.2%

7.5%

6.5%

5.4%

19.4%

9.7%

52.3%

36.9%

14.4%

19.8%

15.3%

14.4%

4.5%

4.5%

9.0%

4.5%

0.0%

6.3%

8.1%

11.7%

7.2%

15.3%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子供の進学や進路が心配だ

子育て、教育にかかる経済的負担が大きい

学校の勉強についていけるか心配だ

子供に対してイライラしたり、冷たく接したりしてしま

う

家族と離れてくらしていることが子供の成長に影響を与

えている

子供がいじめられていないか心配だ

子供との会話が少なくなってきた

子供の心のケアが必要だが、どうしたらよいのかわから

ない

子供を友達と遊ばせたいが相手がいない（少ない）

子供が学校や園で仲良くできるか不安だ

保育園を希望しているが入園できない（空きがない）

子供の一時預かりをお願いする場所がない（わからな

い）

子供に手をあげそうになる

子供の発達に不安がある

その他

特にない

無回答

教育や子育てで困っていること（複数回答）

R2

R元

H30



（２）

 

子育て

50.6％

でした。

 

（３）お子さんの預かり先について

お子さんを頼める方がいるかをたずねたところ、

っています。また、

っています。

  

 

 

山形県内にいる

山形県外にいる

相談する必要がない

相談したいがいない

（２）子育ての

子育てについて、相談する相手がいるかをたずねたところ、

％が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

でした。 

（３）お子さんの預かり先について

お子さんを頼める方がいるかをたずねたところ、

っています。また、

っています。 

0.0%

山形県内にいる

山形県外にいる

相談する必要がない

相談したいがいない

無回答

山形県内だけにいる

27.9%

近くに親族がいる

子育ての相談相手について

について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

（３）お子さんの預かり先について

お子さんを頼める方がいるかをたずねたところ、

っています。また、「子どもを一時預かりしてくれる場所を利用している

8.2%

4.7%

7.5%

7.5%

7.2%

7.2%

0.0% 10.0%

子育てについて相談する相手（複数回答）

山形県内だけにいる, 

27.9%

近くに親族がいる, 34.1%

子供を一時預かりしてくれる

場所を利用している

ご自身が困った時にお子さんを頼める方はいますか

相談相手について 

について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

（３）お子さんの預かり先について

お子さんを頼める方がいるかをたずねたところ、

子どもを一時預かりしてくれる場所を利用している

8.2%

9.4%

7.5%

9.7%

7.5%

7.2%

10.8%

7.2%

10.0% 20.0%

子育てについて相談する相手（複数回答）

山形県内と県外にいる

相談相手の有無・相談相手

いる 77.9

子供を一時預かりしてくれる

場所を利用している

ご自身が困った時にお子さんを頼める方はいますか
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について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

（３）お子さんの預かり先について 

お子さんを頼める方がいるかをたずねたところ、

子どもを一時預かりしてくれる場所を利用している

20.0% 30.0%

子育てについて相談する相手（複数回答）

山形県内と県外にいる, 

30.2%

相談相手の有無・相談相手

77.9%

子供を一時預かりしてくれる

場所を利用している, 3.5%

頼める人がいない

ご自身が困った時にお子さんを頼める方はいますか

24 - 

について、相談する相手がいるかをたずねたところ、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

お子さんを頼める方がいるかをたずねたところ、45.9％の方が

子どもを一時預かりしてくれる場所を利用している

38.7%

38.7%

30.0% 40.0%

子育てについて相談する相手（複数回答）

, 山形県外だけにいる

19.8%

相談相手の有無・相談相手

頼める人がいない
45.9%

ご自身が困った時にお子さんを頼める方はいますか

について、相談する相手がいるかをたずねたところ、58.8％が「山形県内にいる」

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

の方が「頼める人がいない」とな

子どもを一時預かりしてくれる場所を利用している

50.6%

38.7%

38.7%

50.0%

子育てについて相談する相手（複数回答）

山形県外だけにいる,

19.8%

相談したいがいない

4.7%

相談する必要がない

頼める人がいない, 

ご自身が困った時にお子さんを頼める方はいますか

が「山形県内にいる」

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の

頼める人がいない」とな

子どもを一時預かりしてくれる場所を利用している」が 3.5

58.8%

50.6%

62.4%

60.0%

R2

R

H30

相談したいがいない, 

4.7%

相談する必要がない

8.1%

無回答

その他, 9.4%

無回答

ご自身が困った時にお子さんを頼める方はいますか

 

 

が「山形県内にいる」、

が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた方は全体の 77.9％

 

頼める人がいない」とな

3.5％にとどま

62.4%

64.9%

70.0%

R2

R元

H30

相談する必要がない, 

無回答, 9.3%

, 9.4%

無回答, 7.1%

、

％

頼める人がいない」とな

％にとどま
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（４）教育や子育てに関する要望について 

 

 

 教育や子育てに関して望むことは、「子供の進学や進路についてアドバイスや情報がほしい」

が 38.8％と最も多く、次いで「子育てに役立つ情報が欲しい」、「子供の定期健診などのサー

ビスを受けやすくして欲しい」の順となっています。「特にない」は 31.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.8%

24.7%

7.1%

5.9%

3.5%

3.5%

3.5%

0.0%

0.0%

4.7%

31.8%

11.8%

34.4%

18.3%

15.1%

7.5%

2.2%

3.2%

4.3%

0.0%

0.0%

5.4%

36.6%

11.8%

34.2%

16.2%

19.8%

7.2%

3.6%

8.1%

7.2%

0.9%

0.9%

9.9%

31.5%

7.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子供の進学や進路についてアドバイスや情報がほしい

子育てに役立つ情報がほしい

子供の定期健診などのサービスを受けやすくしてほしい

自分の話し相手や相談相手がほしい

子供の遊び相手がほしい

親同士の交流の機会がほしい

子供の発育や健康について相談にのってほしい

保育園や幼稚園の情報がほしい

保育園や幼稚園に入園できるよう相談にのってほしい

その他

特にない

無回答

教育や子育てに関する要望（複数回答）

R2

R元

H30
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６ 高齢者の生活について（設問の対象者は 65 歳以上の高齢者がいる世帯の方） 

（１）高齢者の生活で困っていること、不安なことについて 

 

 

高齢者の生活で困っていること、不安なことは、「健康に関すること」が 39.2％で最も多

く、次いで「買い物が困難なこと」13.7％、「地域にうまくとけこめないこと」9.8％の順と

なっています。「特にない」は 31.4％となっています。 

 ※令和元年度の新規項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.2%

13.7%

9.8%

5.9%

5.9%

3.9%

3.9%

5.9%

31.4%

17.6%

47.8%

6.5%

6.5%

10.9%

2.2%

4.3%

4.3%

8.7%

26.1%

13.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

健康に関すること

買い物が困難なこと

地域にうまくとけこめないこと

介護に関すること

高齢者に関する相談先がわからないこと（介護・医療・高齢

者をもつ家族の悩みなど）

高齢者同士の交流の場がないこと

通院が困難なこと

その他

特にない

無回答

高齢者の生活で困っていること（複数回答）

R2

R元
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（２）高齢者の生活や介護の相談相手について 

 
 

 

 

高齢者の生活や介護について、相談する相手がいるかをたずねたところ、47.1％が「山形

県内にいる」、13.7％が「山形県外にいる」となっており、山形県内外含め「いる」と答えた

方は全体の 52.9％でした。 

 ※令和元年度の新規項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.1%

25.5%

13.7%

2.0%

19.6%

47.8%

17.4%

10.9%

10.9%

17.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

山形県内にいる

相談する必要がない

山形県外にいる

相談したいがいない

無回答

高齢者の生活や介護に関して相談する相手（複数回答）

R2

R元

山形県内だけにいる, 

39.2%

山形県内と県外にいる, 

7.8%
山形県外だけにいる, 

5.9%

相談したいがいない, 

2.0%

相談する必要がない, 

25.5%
無回答, 19.6%

相談相手の有無・相談相手

いる 52.9%
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（３）高齢者の生活に関する要望について 

 
 

高齢者の生活に関して望むことは、「高齢者の生活に役立つ情報がほしい」が 25.5％と最

も多く、次いで「生きがいや健康づくり・介護予防に関する情報がほしい」、「高齢者同士の

交流に関する情報がほしい」の順となっています。「特にない」は 37.3％となっています。 

 ※令和元年度の新規項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.5%

13.7%

7.8%

7.8%

3.9%

3.9%

2.0%

0.0%

0.0%

3.9%

37.3%

21.6%

23.9%

10.9%

19.6%

10.9%

2.2%

15.2%

4.3%

2.2%

6.5%

4.3%

30.4%

21.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

高齢者の生活に役立つ情報がほしい

生きがいや健康づくり・介護予防に関する情報がほしい

高齢者同士の交流に関する情報がほしい

相談できるところを知りたい

高齢者を持つ家族の悩みを聞いてほしい

介護サービスに関する情報がほしい

生活支援相談員等に訪問してほしい

話を聞いてほしい

地域の人とコミュニケーションをとりたい（見守りがほしい）

その他

特にない

無回答

高齢者の生活に関する要望（複数回答）

R2

R元
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（４）高齢者の地域活動等への参加意欲について 

 

地域の活動または地域の交流の場に、参加してみたいかたずねたところ、「すでに参加して

いる」が 21.6%、「参加したい」が 11.8%、「いずれは参加したい」が 5.9%と約４割の方が参

加意欲を持っています。「どちらとも言えない」は 23.5%となっています。 

 

 

 

 

どのような活動または交流の場に、参加したいかたずねたところ、「身体を動かすための活

動」が 50.0%と最も多く、次いで「各種教室などの文化的活動」が 45.0%、「町内会・お祭り

などの地域の集まり」が 40.0%の順となっています。 

※「地域活動等への参加意欲」は令和２年度の新規項目 

 

 

 

 

 

23.5%

21.6%

13.7%

11.8%

5.9%

2.0%

21.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

どちらとも言えない

すでに参加している

参加したくない

参加したい

いずれは参加したい

その他

無回答

地域の活動または地域の交流の場に参加してみたいと思うか

50.0%

45.0%

40.0%

10.0%

5.0%

5.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

体操教室・家庭菜園などの身体を動かすための活動

公民館の各種教室などの文化的活動

町内会・お祭りなどの地域の集まり

清掃・見回りなどのボランティア活動

その他

無回答

「参加したい」「いずれは参加したい」「すでに参加している」と

答えた方の活動・交流の場（複数回答）
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７ 就業・就職について 

（１）就業状況について 

       

    

   （２）転職の希望について 

    

    

主に生計を支えている方の就業状況は、全体の 71.3％が現在就業しており、無職の方は

15.0％となっております。現在就業している方で「転職を希望している」と答えた方は、19.3％

となっており、その理由としては「正規雇用の職に就きたい」が 52.4％と最も多く、次いで

「仕事の環境等が合わない」、「資格を活かしたい」となっています。 

 

    

    

    

 

正規雇用, 45.1%

自営・起業, 9.8% 臨時雇用（フルタイム）, 

8.5%

臨時雇用

（パートタイム）, 7.2%
その他, 0.7%

無職, 15.0% 無回答, 13.7%

就業状況

就業 71.3%

今の仕事でよい, 77.1%
転職を希望している, 

19.3%

無回答, 3.7%

就業している方の転職希望

52.4%

42.9%

14.3%

9.5%

14.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

正規雇用の職に就きたい

仕事の環境等が合わない

資格を活かしたい

避難元の県に帰りたい

その他

無回答

転職を希望する理由（複数回答）
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（３）就職活動について 

 

 

 

「現在、就職活動をしている」または「今後する予定」と答えた方は、26.0％となってお

り、その希望する就業形態は「正規雇用」が 50.0%、「臨時雇用（パートタイム）」33.3％と

なっています。 

また、「就職活動をする予定はない」と答えた方は 65.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、就職活動を

している, 4.3%

現在は就職活動をしていな

いが、今後する予定, 21.7%
就職活動をする予定は

ない, 65.2%

無回答, 8.7%

無職の方の就職活動

正規雇用, 50.0% 臨時雇用

（パートタイム）, 33.3%
その他, 16.7%

希望する就業形態
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就職に関する相談窓口について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「求職者総合支援センター」を知っている方は 33.3％、「マザーズジョブサポート」を知

っている方は 16.7％となっております。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている, 

33.3%

知っている, 

16.7%

知っている

以外, 66.7%

知っている

以外, 100.0%

知っている

以外, 83.3%

求職者総合支援セン

ター（住まいや生活に

関する相談）

トータル・ジョブサポート

（生活相談、就職相談、

職業紹介）

マザーズジョブサポート

（女性の就職に関する

相談）

知っているか

ない, 100.0%

その他, 

100.0%

「知っている」の場合の相談の有無（複数回答）
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（４）県内の就職で困っていることについて 

 

 

     

 

山形県内の就職で困っていることは、「賃金が低い」が 23.5％と最も多く、次いで「希望

する業種・職種の求人が少ない」、「仕事に関する情報が少ない」の順となっています。「特に

ない」は 21.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.5%

19.6%

12.4%

9.2%

7.8%

5.9%

5.2%

3.9%

0.0%

0.0%

0.7%

21.6%

41.2%

26.3%

19.9%

9.0%

19.9%

6.4%

2.6%

10.3%

5.8%

1.3%

1.9%

6.4%

16.0%

35.9%

28.0%

18.0%

8.0%

13.5%

8.5%

8.5%

8.0%

6.5%

0.0%

1.5%

6.0%

21.5%

29.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

賃金が低い

希望する業種・職種の求人が少ない

仕事に関する情報が少ない

希望する時間帯の求人が少ない

住居の近くの求人が少ない

いつまで現在の生活が続くのか先が見えず、就職に踏み切れな

い

しばらく働いていなかったため、就職に不安がある

資格や経験が活かせる仕事がみつからない

子供が保育所等に入れないため働けない

起業に関する情報が少ない

その他

特にない

無回答

山形県内の就職で困っていること（複数回答）

R2

R元

H30
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８ 相談支援機関と相談交流について 

（１）相談支援機関の利用状況 

 

 

８ 相談支援機関と相談交流について 

（１）相談支援機関の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村山地域では、「山形市避難者交流支援センター」を知っている方が 69.1％、置賜地域では、 

「米沢市避難者支援センターおいで」を知っている方が 73.1％となっています。 

市町村社会福祉協議会は、51.6％の方が知っており、そのうち 36.7％の方が相談したことがある 

と答えています。 

※「山形市避難者交流支援センター」の母数は村山地域、「米沢市避難者支援センターおいで」の母数は置賜地域 

知っている, 

69.1%

知っている, 

73.1%

知っている, 

19.0%

知っている, 

17.6%

知っている, 

32.0%

知っている, 

51.6%

知っている, 

32.7%

知っている, 

21.6%

知っている, 

30.1%

知っている, 

15.0%

知っている, 

16.3%

知っている以

外, 30.9%

知っている以

外, 26.9%

知っている以

外, 81.0%

知っている以

外, 82.4%

知っている以

外, 68.0%

知っている以

外, 48.4%

知っている以

外, 67.3%

知っている以

外, 78.4%

知っている以

外, 69.9%

知っている以

外, 85.0%

知っている以

外, 83.7%

山形市避難者交流支援

センター

米沢市避難者支援セン

ターおいで

復興ボランティア支援セ

ンターやまがた

ここふく＠やまがた

（NPO法人山形の公益

活動を応援する会アミ

ル）

山形県社会福祉協議会

市町村社会福祉協議会

市町村

地域包括支援センター

民生委員児童委員

ＮＰＯ法人山形育児

サークルランド

ＮＰＯ法人山形絆の架

け橋ネットワーク

その他

知っているか

ある, 44.7%

ある, 44.7%

ある, 31.0%

ある, 22.2%

ある, 14.3%

ある, 36.7%

ある, 26.0%

ある, 18.2%

ある, 6.5%

ある, 39.1%

ある, 20.0%

ない, 34.0%

ない, 34.2%

ない, 34.5%

ない, 44.4%

ない, 51.0%

ない, 32.9%

ない, 44.0%

ない, 54.5%

ない, 47.8%

ない, 39.1%

ない, 48.0%

必要がない, 6.4%

必要がない, 7.9%

必要がない, 10.3%

必要がない, 11.1%

必要がない, 8.2%

必要がない, 8.9%

必要がない, 8.0%

必要がない, 9.1%

必要がない, 19.6%

必要がない, 8.7%

必要がない, 4.0%

その他, 6.9%

その他, 2.0%

その他, 3.0%

その他, 2.2%

その他, 4.3%

その他, 4.0%

無回答, 14.9%

無回答, 13.2%

無回答, 17.2%

無回答, 22.2%

無回答, 24.5%

無回答, 21.5%

無回答, 22.0%

無回答, 15.2%

無回答, 23.9%

無回答, 8.7%

無回答, 24.0%

「知っている」の場合の相談の有無（複数回答）
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   （２）相談支援機関に相談したいことついて 

 

 

相談したいことは、「子育て・教育に関する相談」が 15.0％と最も多く、次いで「就職支

援に関する相談」、「生活資金についての相談」「定住に関する相談」の順となっています。 

  

 

（３）個別訪問や電話連絡について 

  

   

 個別訪問や電話連絡があったと答えた方は全体の 78.4％となっています。訪問や連絡が「無

い」または「わからない」と答えた方のほとんどは「個別訪問及び電話連絡を希望しない」

となっています。 

 

15.0%

11.8%

11.1%

10.5%

7.8%

6.5%

4.6%

3.3%

2.6%

0.7%

9.2%

52.9%

13.5%

10.3%

18.6%

11.5%

12.2%

8.3%

3.8%

3.2%

1.3%

1.3%

8.3%

48.1%

16.5%

12.0%

14.5%

12.0%

10.5%

8.5%

9.0%

7.5%

4.0%

4.0%

9.0%

44.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子育て・教育に関する相談

就職支援に関する相談

生活資金についての相談

定住に関する相談

健康に関する相談

心のケアに関する相談

避難者同士の交流に関する相談

高齢者（介護）に関する相談

地域住民との交流に関する相談

障がい児・者の福祉に関する相談

その他

無回答

相談支援機関に相談したいこと（複数回答）

R2

R元

H30

個別訪問のみあった, 

33.3%

電話連絡のみあった, 

1.3%

個別訪問及び電話連絡

があった, 43.8%

無い, 3.9%

わからない, 5.2%

無回答, 12.4%

個別訪問、電話連絡の有無

電話連絡のみ希望する, 

7.1%

希望しない, 78.6% 無回答, 14.3%

個別訪問、電話連絡の希望
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（４）相談交流の参加状況 

   

 
  相談交流会やサロンなどのイベントに「参加したことがある」が 43.1％、「参加したこ

とがない」が 35.9％となっています。 

 

 

今後、参加したいイベントや相談交流の場（自由記入） 

・今までのようなブースごとに相談できるイベントを希望。 

 ・歌手・劇団のイベント、健康料理教室、運動教室。 

 ・気軽に参加できる会に参加したいです。 

 ・おいでクリスマス会、おいで芋煮会、社協イベント、復興祈念式典、きっさ万世。 

 ・お茶会、ヨガ、子育て世代の交流の場、心の相談。 

 ・年に一度宿泊での交流会があってもよい。 

 ・車いすで参加でき、将棋をしたり手芸ができる場があればいい。 

 ・福島の受験に関する情報交換の場。 

 ・仕事を始めてからは、平日のイベントには参加できなくなりとても残念です。 

  

などの記載がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加したことがある, 

43.1%

参加したことがない, 

35.9%
無回答, 20.9%

相談交流会やサロンなどのイベント参加の有無
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９ 県内で行っている避難者支援事業について 

 

（１）山形県内での支援に対する評価 
 

 
 

 避難者に対する山形県内での支援（県、市町村、ボランティア団体）についてどのように感

じているかの問いに、「評価する」が 49.7％、「どちらかといえば評価する」が 20.3％と 7割

の方に評価されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価する, 49.7%
どちらかといえば評価

する, 20.3%

どちらかといえば評価

しない, 3.9%

支援を受けていない

ので評価できない, 4.6%

無回答, 21.6%

山形県内での支援に対する評価
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（２）避難者支援事業の利用状況及び評価について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難者支援事業別に利用状況をみると、「復興ボランティア支援センターやまがたによる情

報」の閲覧が 48.4％と最も多く、次いで、「生活支援相談員による訪問や相談」46.4％、「避

難者交流会」35.9％、「山形県から送付された冊子・リーフレット」34.6％の方が利用、参加

されており、いずれも 8 割程度の方が「評価する」と答えています。 

ある, 30.1%

ある, 26.1%

ある, 48.4%

ある, 34.6%

ある, 46.4%

ある, 35.9%

ある, 32.9%

ある, 19.0%

ある, 15.7%

ある, 7.8%

ある, 13.1%

ある, 25.9%

ある以外, 69.9%

ある以外, 73.9%

ある以外, 51.6%

ある以外, 65.4%

ある以外, 53.6%

ある以外, 64.1%

ある以外, 67.1%

ある以外, 81.0%

ある以外, 84.3%

ある以外, 92.2%

ある以外, 86.9%

ある以外, 74.1%

山形県避難者支援情報メールマガジン

山形県ホームページ（避難されている皆

様へ）

復興ボランティア支援センターやまがたに

よる情報提供（うぇるかむ、つながろうネッ

トなど）

山形県から送付された冊子・リーフレット

（地域ごとの相談窓口のおしらせなど）

生活支援相談員による訪問や相談

避難者交流会（サロンやお茶会など）

避難者（子育て世帯）交流会（ままカフェな

ど） ※集計の対象者は18歳以下の子供

がいる方

創作活動を通した交流会（料理教室、手

芸教室など）

健康相談会（まちの保健室など）

臨床心理士のカウンセリング

健康づくり教室（健康体操教室、ヨガ教室

など）

小中学生を対象にした学習支援（寺子屋

学習など） ※集計の対象者は18歳以下

の子供がいる方

閲覧・利用・参加等の有無

評価する, 78.3%

評価する, 80.0%

評価する, 81.1%

評価する, 81.1%

評価する, 81.7%

評価する, 81.8%

評価する, 78.6%

評価する, 79.3%

評価する, 87.5%

評価する, 75.0%

評価する, 80.0%

評価する, 81.8%

評価しない, 2.2%

評価しない, 2.5%

評価しない, 1.4%

評価しない, 1.9%

評価しない, 1.4%

評価しない, 1.8%

評価しない, 3.6%

評価しない, 3.4%

どちらとも

いえない, 15.2%

どちらとも

いえない, 12.5%

どちらとも

いえない, 13.5%

どちらとも

いえない, 9.4%

どちらとも

いえない, 9.9%

どちらとも

いえない, 7.3%

どちらとも

いえない, 10.7%

どちらとも

いえない, 13.8%

どちらとも

いえない, 8.3%

どちらとも

いえない, 25.0%

どちらとも

いえない, 15.0%

どちらとも

いえない, 4.5%

無回答, 4.3%

無回答, 5.0%

無回答, 4.1%

無回答, 7.5%

無回答, 7.0%

無回答, 9.1%

無回答, 7.1%

無回答, 3.4%

無回答, 4.2%

無回答, 5.0%

無回答, 13.6%

「ある」の場合の評価
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（３）県内での避難者への支援として期待するもの 

  

山形県内の避難者への支援として期待するものは、「生活情報の提供の充実」と「住宅に関

すること」が 28.1％と同率で最も多く、昨年度より増加しております。 

次いで「就職に関する情報の提供」、「生活資金についての相談」の順となっています。 

 ※「高齢者の生活に関すること」は令和元年度の新規項目 

 

 

 

 

28.1%

28.1%

18.3%

17.0%

15.0%

14.4%

13.1%

11.8%

11.8%

11.1%

10.5%

9.8%

7.2%

5.9%

2.0%

2.0%

13.7%

22.2%

23.7%

26.9%

19.9%

20.5%

14.7%

13.5%

14.7%

12.8%

16.0%

9.0%

11.5%

9.6%

7.1%

2.6%

3.8%

1.9%

10.9%

16.7%

25.0%

36.0%

18.0%

22.0%

15.5%

15.0%

11.5%

18.0%

15.0%

13.0%

13.5%

9.5%

4.5%

7.5%

2.0%

9.5%

19.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

生活情報の提供の充実

住宅に関すること

就職に関する情報の提供

生活資金についての相談

子育て・教育に関すること

各種イベントへの招待

健康増進に関すること

放射線に関する情報の提供

冬の生活に関すること

高齢者の生活に関すること

心のケア

避難者同士の交流に関すること

避難元との交通に関すること

地域住民との交流に関すること

戸別訪問による相談の充実

その他

特別な支援は必要ない

無回答

避難者への支援として期待するもの（複数回答）

R2

R元

H30
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（４）今後実施してほしい避難者支援事業（自由記入） 

 ・賃貸住宅の家賃の補助をお願いしたい。 

 ・リフォームの助成が受けられるようご助力いただきたいです。 

・高齢になり免許証返納があった場合、ごみ捨てが心配。除雪をどこかに捨てることを検

討してほしい。 

 ・甲状腺検査を米沢市内で実施してほしい。 

 ・コロナがあり支援も限られているが、可能な限りイベントを行ってほしい。 

・就学支援の復活、子供の学習支援、制服や体操着などのお譲り会、休日や夜の相談会。 

  

などの記載がありました。 
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10 自由記入欄 

 

（１）避難元に対し県から伝えてもらいたいこと 

・医療費の一部免除の継続及び避難元までの高速道路無料継続を望みます。 

・住んでいなくても住民税を払っている、少しでも家族の助けになるような支援・援助を

してほしい。 

・細かく放射線量を計測してホットスポットを明らかにしてほしいです。 

・避難元はもう避難者のことなど忘れているように感じる。 

・住まいから仕事等全てに対して不安です。 

・避難元には帰りたくないから帰町しないのではなく、生活の基盤が山形で築いてしまっ

たからで、もう一度作り直す労力はもうしたくないからという理由が第一です。故郷は

今でも変わらぬ愛着があります。 
 

などの記載がありました。 

 

（２）政府に対し県から伝えてもらいたいこと 

・高速道路の無料延長。 

・ふるさと帰還通行カードの期間延長。医療費免除証明書の期間延長。 

・原発事故での自主避難者の家賃補助を、国の責任としてお願いしたいです。 

・東電に最後まで責任を持って対応、支援してほしい。 

・放射線による避難をしている人に、国としてきちんと責任をとってほしい。 

 ・避難している人たちが戻るにしても、定住するにしても、必要な支援の内容を明確にし

てほしい。 

 ・給付型就学金の創設、就学支援。 
 

などの記載がありました。 

 

（３）その他、避難生活で感じていること 

・住宅の費用を援助してほしい。 

・この先、家賃を払って子育てして生活していけるのか。 

・福島の家のローン、山形での賃貸アパートのお金、生活費が二重にのしかかりつらい。 

・もうすぐ震災から 10 年の節目をむかえますが、未だに心の復興がならずにいます。 

・戻れる環境も行きたい場所での生活も見通しが立たず、先行きが不安でしかありません。 

・福島へ帰り、新たに生活を始める方への支援が欲しいです（自主避難者向けの）。 

・山形での生活も慣れてきました。これからもそっと寄り添う形で支援していただけます

様、よろしくお願いいたします。 

・社会福祉協議会の方から声をかけていただき、明るく生活しようと心掛けています。 

・市の福祉事務所から、相談員の方が定期的に訪問してくださり、その時に色々話が出来

るので助かってます。 
 

その他、「山形県にはさまざまな支援をもらって感謝している」との声を多数いただきま

した。 
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ア ン ケ － ト 調 査 票 

 

※このアンケートを記入されている方についてお答えください。 

性別 （ １．男性     ２．女性   ） 

年齢 （１．29 歳以下 ２．30 歳代 ３．40 歳代 ４．50 歳代 ５．60 歳代 ６．70 歳以上） 

現在お住まいの市町村 （                 ）市・町・村  

１ 世帯の現状について                          

問 1  このアンケートを記入されている方の世帯はどのような状況ですか。 

現在のお住まい 

１．賃貸住宅（県借上げ住宅）２．公営住宅（県・市町村営）          

３．親戚、知人宅        ４．賃貸住宅（自己負担・旧雇用促進住宅を含む） 

５．持ち家（避難後に取得）⇒（１．戸建新築 ２．戸建中古 ３．分譲マンション） 

６．その他（           ） 

避難元 

の住所 

県 １．岩手県 ２．宮城県 ３．福島県 ４．その他（        ） 

市町村 （                ）市・町・村 

避難された理由 １．原発事故による避難指示等があった    ２． １以外 

上記で２．の場合 １．家屋が損壊し住めない状態になったため 

２．放射線による健康への影響が心配なため 

３．その他（                         ） 

山 形 県 へ 避 難 
された時期 

避難された時期    平成   年   月頃 

 

 

山 形 県 に 

避難されて

いる家族 

 

 

人数 （記入されているご本人も含む：               ）人 

構成 

１．18歳以下の

子供がいる 

１．両親共にいる世帯  ２．母子のみ世帯  ３．父子のみ世帯 

４．１～３を除く世帯 

２．18 歳以下の

子供がいない 

１．単身（65歳未満）  ２．単身（65歳以上） 

３．65歳以上のみの複数人世帯  ４．１～３を除く世帯 

３．65 歳以上の

高齢者 

１.いる     （１．単身   ２．65歳以上のみの複数人世帯  

３．65歳以上を含む複数人世帯） 

２.いない  

避難の状況 １．家族全員で避難（単身含む）   ２．家族と離れて避難 

離れている家族 

と会う頻度 

１．週１回     ２．月２～３回    ３．月１回 

４．２～３か月に１回  ５．その他（          ） 

★ 回答方法については「該当する番号に○」、「該当する番号の選択」又は「記述」にて
お願いします。 

★ 山形県内にお住まいの世帯の代表の方（世帯主の方や、母子のみ避難の場合は保護者
の方等）がご記入くださいますようお願いします。 

Ⅲ参考資料 
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２ 山形での生活について                         

問 2-1 今の生活で困っていること、不安なことは何ですか。最も困っているものから順にお

答えください。（５つまで） 

①  ②  ③  ④  ⑤  

 

１．生活資金のこと     ２．仕事のこと        ３．住まいのこと 

４．自分や家族の心の健康  ５．自分や家族の身体の健康  ６．育児・子育てのこと 

７．教育のこと             ８．高齢者の生活のこと 

９．困りごとの相談相手がいないこと   10．生活に関する情報の入手のこと     

11．避難元の情報が入らないこと     12．家族、友人など人間関係のこと     

13．山形県での冬（雪）の生活のこと      14．地域にうまくとけこめないこと     

15．放射線の影響のこと                  16．残してきた家や財産のこと       

17．地元の家族と過ごす時間が少ないこと 18．避難生活の先行きが見えないこと    

19．地元との交通に関すること 

20．避難先で必要な行政サービスが受けられないこと 

（内容：                                 ） 

21．その他（                                 ） 

22．特にない 

問 2-2 世帯の生活資金はどこから得ていますか。（あてはまるもの 3つまで回答） 

①  ②  ③  
 

１．避難している方の給料や賃金   ２．避難元で働いている家族の給料や仕送り 

３．年金    ４． 児童手当・児童扶養手当等の各種手当 

５．雇用保険の失業給付等    ６．貯金   ７．生活保護 

８．親戚・知人からの援助    ９． 東京電力からの損害賠償金 

10．その他（具体的に                            ） 

問 2-3 避難者支援に関する情報を何から入手していますか。（複数回答可） 

１．行政機関（県・市町村）からのお知らせ（避難元を含む） 

２．社会福祉協議会（生活支援相談員）からのお知らせ 

３．支援団体等からのお知らせ      ４．避難者支援センターの窓口 

５．携帯電話、スマートフォン、タブレット等      ６．パソコン   

７．友人、知人    ８．テレビ      ９．ラジオ    10．新聞 

11．その他（                             ） 12．入手する手段がない 

 

問 2-4 避難者支援に関する情報で希望する内容は何ですか。（複数回答可） 

１．住宅に関すること    ２．仕事に関すること  ３．健康に関すること 

４．教育や子育てに関すること  ５．高齢者の生活に関すること 

６．交流会に関すること ７．避難元の復興状況 ８．避難元の行政情報    

９．山形県内の生活情報 10．山形県内のイベント情報 

11．その他（                                 ） 
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問 2-5 今回の新型コロナウイルス感染症による影響はありましたか。最も影響があったもの

から順にお答えください。（３つまで） 
 

①  ②  ③  
 
１．雇用関係に変化があった（解雇など）２．勤務先の状況により収入が減少した  

３．求職活動に支障があった      ４．交流会等の中止により気分が落ち込む 

５．イベント等の中止により地域との関わりが減った 

６．移動自粛により避難元にいる家族との時間が減った 

７．感染が心配で通院が困難になった 

８．休校のため勉強の遅れが心配    ９．子供の預け先がなく仕事に支障があった 

10．高齢の家族が介護サービスを受けられずに家族の負担が増加した 

11．先行きへの不安のため心身に不調をきたした 

12．その他 

 

 

13．特にない 

 

問 2-6 今回の新型コロナウイルス感染症による影響について、相談したいことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援相談員等との相談をご希望の方は、問 8-3②に連絡先を記入してください 
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３ 今後の生活について                         

問 3-1 今後の予定についてお答えください。（最もあてはまるもの 1つを回答） 

１．避難元の県に戻って生活したい →問 3-2①②へ 

２．もうしばらく山形県で生活したい →問 3-2①以下すべての質問へ 

３．山形県に定住したい →問 3-3①～③へ 

４．避難元県及び山形県以外の都道府県に移り住みたい →問 3-2①へ 

５．今後どこで生活するか未定である →問 3-2②へ 

 

問 3-2① 問 3-1 で「１．避難元の県に戻って生活したい」「２．もうしばらく山形県で生活

したい」「４．避難元県及び山形県以外の都道府県に移り住みたい」と答えた方にお聞き

します。今後山形県内での生活はいつまでと考えていますか。（最もあてはまるもの 1つを回

答） 

１．避難指示が解除されるまで       ２．除染が終了するまで 

３．放射線の心配がなくなるまで      ４．避難元が復興するまで 

５．避難元の住居が復旧・確保できるまで  ６．避難元で仕事が見つかるまで 

７．借上げ住宅の提供が続く限り      ８．子供の入学、入園や卒業、卒園まで  

９．子供が独立するまで          10．今の就職先を定年退職するまで 

11．その他（                               ） 

12．わからない、未定 

 

問 3-2② 問 3-1 で「１．避難元の県に戻って生活したい」「２．もうしばらく山形県で生活

したい」「５．今後どこで生活するか未定である」と答えた方にお聞きします。避難元の

県へ帰還することとなった場合、心配なことは何ですか。（複数回答可） 

１．生活資金のこと     ２．仕事のこと        ３．住まいのこと 

４．自分や家族の心の健康  ５．自分や家族の身体の健康  ６．育児・子育てのこと 

７．教育のこと             ８．困りごとの相談相手がいないこと 

９．生活に関する情報の入手のこと    10．避難元の情報が入らないこと 

11．家族、友人など人間関係のこと    12．地域住民との人間関係のこと 

13．放射線の影響のこと         14．先行きが見えないこと 

15．その他（                                 ） 

16．特にない 

問 3-3① 問 3-1 で「２．もうしばらく山形県で生活したい」、「３．山形県に定住したい」と
答えた方は、どのような理由からですか。（複数回答可） 

１．避難元に近いため           ２．放射線の心配が少ないため 

３．山形県が気に入ったため（内容：                      ） 

４．家族の中に山形県出身者がいるため   ５．親類・知人がいるため 

６．就職したため   ７．子どもが就学したため   ８．知り合いが増えたため 

９．その他（                                 ） 

10．特にない 
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問 3-3② 問 3-1 で「２．もうしばらく山形県で生活したい」、「３．山形県に定住したい」と

答えた方は、どのような住居を希望しますか。（最も希望するもの 1つ） 

１．持ち家(戸建新築)  ２．持ち家（戸建中古）  ３．持ち家（分譲マンション）   

４．賃貸（戸建）    ５．賃貸（アパート・マンション）  ６．公営住宅 

７．その他（                                 ） 

問 3-3③ 問 3-1 で「２．もうしばらく山形県で生活したい」、「３．山形県に定住したい」と

答えた方は、今後どのような支援を希望しますか。（複数回答可） 

１．定住支援策に関する情報提供       ２．定住に関する相談窓口の充実 

３．定住した方との交流会の開催       ４．定住への資金援助 

５．新築・リフォームに関する助成や利子補給 

６．山形県内の住まいに関する情報提供 

※必要な情報は何ですか：ａ．土地 ｂ．建売住宅 ｃ．中古住宅 ｄ．分譲マンション 

ｅ．賃貸住宅 ｆ．公営住宅 

７．地域住民との交流に関する支援      ８．子育てに関する支援 

９．高齢者の生活に関する支援        10．就職に関する支援            

11．就農に関する支援 

12．その他（                                 ） 

13．特別な支援は必要ない  
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４ 心身の健康について                          

問 4-1 ご自身や同居のご家族・同居者の中で、現在、心身の不調がありますか。（複数回答

可） 

１．食欲がない      ２．疲れやすく体がだるい  ３．よく眠れない 

４．孤独を感じる     ５．飲酒や喫煙の量が増えた ６．憂うつで気分が沈みがち 

７．ささいな音やゆれに反応する   ８．以前楽しめたことが楽しめない 

９．イライラする     10．持病が悪化した     11．頭痛や胃痛がする 

12．その他（                                 ） 

13．特にない 

 

問 4-2 ご自身もしくは家族の心身の不調に対して、どのように対応していますか。（複数回答

可） 

１．医療機関の受診を検討している   ２．医療機関を受診している 

３．家族や友人に相談している     ４．生活支援相談員等に相談している        

５．特別何もしていない 

６．どうしたらいいか分からない                                 

問 4-3 心身の健康について、相談する相手はいますか。（複数回答可） 

１．山形県外にいる   ２．山形県内にいる   ３．相談したいがいない  

４．相談する必要がない  

 

 

  

問 4-4 心身の健康に関して望むことは何ですか。（複数回答可） 

１．心身の健康に役立つ情報がほしい       ２．相談できるところを知りたい 

３．話を聞いてほしい       ４．つらい気持ちを共有できる相談相手がほしい 

５．臨床心理士のカウンセリングを受けたい 

６．生活支援相談員等に訪問してほしい（問 8-3②に連絡先を記入してください） 

７．地域の人とコミュニケーションをとりたい（見守りがほしい） 

８．医療機関の情報がほしい 

９．その他（                                ） 

10．特にない 

問 4-5① ご自身や同居のご家族・同居者の中に福祉サービスが必要な方はいますか。 

１．いる →問 4-5②③へ    ２．いない 

問 4-5② 問 4-5①で「１．いる」と答えた方にお聞きします。その方は福祉サービスを利用

していますか。 

１．利用している          ２．利用していない 

 

 

 

生活支援相談員等との相談をご希望の方は、 

問 8-3②に連絡先を記入してください 
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問 4-5③ 問 4-5①で「１．いる」と答えた方にお聞きします。現在、困っていること、不安

に思っていることは何ですか。（複数回答可） 

１． 通院が困難 ２．買い物が困難  ３.介護、障がい児・者に関する相談先がわからない 

４.  避難先で必要な福祉サービスが受けられない 

   （内容：                          ） 

５.  避難元の福祉サービスの情報がない 

   （内容：                          ） 

６. 地域にうまくとけこめない 

７. 参加できる交流の場がない 

８. その他（                           ） 

９. 特にない 
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５ 教育や子育てについて（18 歳以下のお子さんがいる世帯の方のみ回答してください）           

問 5-1 お子さんの教育や子育てに関して困っていること、不安に思っていることは何ですか。

（複数回答可） 

１．保育園を希望しているが入園できない（空きがない） 

２．子供の一時預かりをお願いする場所がない（わからない） 

３．子供の心のケアが必要だが、どうしたらよいのかわからない 

４．子供に対してイライラしたり、冷たく接したりしてしまう 

５．子供に手をあげそうになる 

６．子供との会話が少なくなってきた 

７．子供を友達と遊ばせたいが相手がいない（少ない） 

８．子育て、教育にかかる経済的負担が大きい 

９．家族と離れてくらしていることが子供の成長に影響を与えている 

10．子供が学校や園で仲良くできるか不安だ 

11．子供がいじめられていないか心配だ 

12．学校の勉強についていけるか心配だ 

13．子供の進学や進路が心配だ 

14．子供の発達に不安がある 

15．その他（                                ） 

16．特にない 

問 5-2 教育や子育てに関して、相談する相手はいますか。（複数回答可） 

１．山形県外にいる   ２．山形県内にいる   ３．相談したいがいない  

４．相談する必要がない  

 

  

問 5-3 ご自身が困った時にお子さんを頼める方はいますか。 

１．近くに親族がいる   ２．子供を一時預かりしてくれる場所を利用している 

３．頼める人がいない   ４．その他（            ） 

問 5-4 お子さんの教育や子育てに関して望むことは何ですか。（複数回答可） 

１．子育てに役立つ情報がほしい     ２．子供の遊び相手がほしい 

３．自分の話し相手や相談相手がほしい  ４．親同士の交流の機会がほしい 

５．子供の発育や健康について相談にのってほしい 

６．保育園や幼稚園の情報がほしい    

７．保育園や幼稚園に入園できるよう相談にのってほしい 

８．子供の定期健診などのサービスを受けやすくしてほしい 

９．子供の進学や進路についてアドバイスや情報がほしい 

10．その他（                                ） 

11．特にない 

 

生活支援相談員等との相談をご希望の方は、 

問 8-3②に連絡先を記入してください 
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６ 高齢者の生活について（65 歳以上の高齢者がいる世帯の方のみ回答してください）   

問 6-1 ご自身や同居のご家族・同居者の中に、高齢者がいる方にお聞きします。今の生活で 

困っていること、不安なことは何ですか。（複数回答可） 

１．介護に関すること        ２．健康に関すること  

３．地域にうまくとけこめないこと  ４．高齢者同士の交流の場がないこと 

５．通院が困難なこと         ６．買い物が困難なこと 

７．高齢者に関する相談先がわからないこと（介護・医療・高齢者をもつ家族の悩みなど） 

８．その他（                      ） 

９．特にない 

 

問 6-2 高齢者ご自身の生活や高齢者の介護に関して、相談する相手はいますか。 

 １．山形県外にいる         ２．山形県内にいる         ３．相談したいがいない  

４．相談する必要がない 

 

 

 

問 6-3 高齢者の生活に関して、望むことは何ですか。（複数回答可） 

 １．高齢者の生活に役立つ情報がほしい 

２．高齢者同士の交流に関する情報がほしい 

３．相談できるところを知りたい 

４．話を聞いてほしい 

５．高齢者を持つ家族の悩みを聞いてほしい 

６．生きがいや健康づくり・介護予防に関する情報がほしい 

７．介護サービスに関する情報がほしい 

８．生活支援相談員等に訪問してほしい→（問 8-3②に連絡先を記入してください） 

９．地域の人とコミュニケーションをとりたい（見守りがほしい） 

10．その他（                                ） 

11．特にない 

 

問 6-4① 今後、地域の活動または地域の交流の場に、参加してみたいと思いますか。（最もあ

てはまるもの 1つを回答） 

１．参加したい →問 6-4②へ     ２．いずれは参加したい →問 6-4②へ    

３．すでに参加している →問 6-4②へ ４．どちらとも言えない  ５．参加したくない 

６．その他（                                ） 

 

問 6-4② 問 6-4①で「1．参加したい」「２．いずれは参加したい」「３．すでに参加してい

る」と答えた方にお聞きします。それはどのような活動・交流の場ですか。（複数回答可） 

１．町内会・お祭りなどの地域の集まり 

２．清掃・見回りなどのボランティア活動 

３．体操教室・家庭菜園などの身体を動かすための活動 

４．公民館の各種教室などの文化的活動 

５．その他（                                ） 

生活支援相談員等との相談をご希望の方は、 

問 8-3②に連絡先を記入してください 
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７ 就業・就職について                          

問 7-1 主に世帯の生計を支えている方の就業形態はどのような状況ですか。 

１．正規雇用 →問 7-2①へ          ２．自営・起業 →問 7-2①へ  

３．臨時雇用(フルタイム) →問 7-2①へ   ４．臨時雇用(パートタイム) →問 7-2①へ   

５．無職 →問 7-3①へ      ６．その他(                       ) →問 7-2①へ  

問 7-2① 問 7-1 で「１．正規雇用」「２．自営・起業」「３．臨時雇用(フルタイム)」「４．

臨時雇用(パートタイム)」「６．その他」と答えた方は、転職を希望していますか。  

１．今の仕事でよい  

２．転職を希望している →問 7-2②へ 

問 7-2② 問 7-2①で「２.転職を希望している」と答えた方の理由は何ですか。（複数回答可） 

１．正規雇用の職に就きたい 

２．資格を活かしたい 

３．避難元の県に帰りたい 

４．仕事の環境等が合わない 

５．その他（                                ） 

問 7-3① 問 7-1 で「５．無職」と答えた方は、就職活動をしていますか。  

１．現在、就職活動をしている →問 7-3②③へ 

２．現在は就職活動をしていないが、今後する予定 →問 7-3②③へ 

３．就職活動をする予定はない 

問 7-3② 問 7-3①で「１．現在、就職活動をしている」「２．現在は就職活動をしていない

が、今後する予定」と答えた方は、どのような就業形態を希望していますか。  

１．正規雇用     ２．自営・起業    ３．臨時雇用(フルタイム) 

４．臨時雇用(パートタイム)  ５．その他（          ）  

 

問 7-3③ 問 7-3①で「１．現在、就職活動をしている」「２．現在は就職活動をしていない

が、今後する予定」と答えた方にお聞きします。次にあげる相談窓口を知っていますか。

また、実際に相談したことがありますか。 

あてはまる箇所に○をつけてください。（複数回答可） 

相談窓口 知っている 

求職者総合支援センター  

トータル・ジョブサポート  

マザーズジョブサポート  

 

 

 

相談したことがある 相談したことがない 相談する必要がない その他 
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問 7-4 山形県内の就職で困っていることは何ですか。（複数回答可） 

１．仕事に関する情報が少ない        ２．希望する業種・職種の求人が少ない 

３．子供が保育所等に入れないため働けない  ４．希望する時間帯の求人が少ない 

５．いつまで現在の生活が続くのか先が見えず、就職に踏み切れない 

６．資格や経験が活かせる仕事がみつからない ７．住居の近くの求人が少ない  

８．賃金が低い               ９．起業に関する情報が少ない 

10．しばらく働いていなかったため、就職に不安がある 

11．その他（                                ） 

12．特にない 
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８ 相談支援機関と相談交流について                         

問 8-1 山形県内にはさまざまな相談支援機関があります。 

次にあげる相談支援機関を知っていますか。また、実際に相談したことがありますか。 

あてはまる箇所に○をつけてください。（複数回答可） 

相談支援機関 知 ってい る 

山形市避難者交流支援センター  

米沢市避難者支援センターおいで  

復興ボランティア支援センターやまがた  

ここふく＠やまがた 
（ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会アミル）  

 

山形県社会福祉協議会  

市町村社会福祉協議会  

市 町 村  

地域包括支援センター  

民生委員児童委員  

ＮＰＯ法人やまがた育児サークルランド  

ＮＰＯ法人やまがた絆の架け橋ネットワーク  

その他（        ）  

問 8-2 避難者支援に限らず、相談支援機関に相談したいことはありますか。（複数回答可） 

１．生活資金についての相談        ２．定住に関する相談 

３．就職支援に関する相談         ４．子育て・教育に関する相談 

５．健康に関する相談           ６．心のケアに関する相談 

７．高齢者（介護）に関する相談      ８．障がい児・者の福祉に関する相談 

９．地域住民との交流に関する相談     10．避難者同士の交流に関する相談 

11．その他（                              ） 

 

問 8-3① 山形県では、避難されている方の悩みや困りごと相談に対応するため、市町村保健

師、社会福祉協議会生活支援相談員及び民生委員児童委員等の個別訪問を実施しておりま

す。これまで個別訪問や電話連絡をもらったことはありますか。 

１．個別訪問のみあった   ２．電話連絡のみあった 

３．個別訪問及び電話連絡があった  ４．無い →問 8-3②へ   

５．わからない →問 8-3②へ 

 

 

 

 

 

相談したことがある 相談したことがない 相談する必要がない そ の 他 
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問 8-3② 問 8-3①で「４．無い」「５．わからない」と答えた方にお尋ねします。今後、個

別訪問や電話連絡を希望されますか。 

１．個別訪問のみ希望する   ２．電話連絡のみ希望する 

３．個別訪問及び電話連絡を希望する  ４．希望しない 

   ※訪問や連絡を希望される方はお名前と連絡先をご記入ください。 

お名前  

住所及び電話番号 
住 所: 

電 話: 

 

 

問 8-4① 相談支援機関が実施する、地域の相談交流会やサロンなどのイベントに参加したこ

とはありますか。 

１．参加したことがある  ２．参加したことがない 

 

問 8-4② 今後、参加したいイベントや相談交流の場などあればご記入ください。 
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９ 県内で行っている避難者支援について                      

問 9-1 避難者に対する山形県内での支援（県、市町村、ボランティア団体等）についてどの    

ように感じていますか。（最もあてはまるもの 1つを回答） 
１．評価する             ２．どちらかといえば評価する   

３．どちらかといえば評価しない    ４．評価しない 

５．支援を受けていないので評価できない 

 

問 9-2 山形県内では、現在さまざまな避難者支援事業を行っております。 

次にあげる主な避難者支援事業について、見たり、利用したり、参加したことがあるもの

に○をつけ、その評価について、右欄の該当する箇所に○をつけてください。 

事業名 
見た、利用し

た、参加した 

山形県避難者支援情報メールマガジン  

山形県ホームページ（避難されている皆様へ）  

復興ボランティア支援センターやまがたによる情報提供 

（うぇるかむ、つながろうネットなど） 
 

山形県から送付された冊子・リーフレット 

（地域ごとの相談窓口のおしらせなど） 
 

生活支援相談員による訪問や相談  

避難者交流会（サロンやお茶会など）  

避難者（子育て世帯）交流会（ままカフェなど）  

創作活動を通した交流会（料理教室、手芸教室など）  

健康相談会（まちの保健室など）  

臨床心理士のカウンセリング  

健康づくり教室（健康体操教室、ヨガ教室など）  

小中学生を対象にした学習支援（寺子屋学習など）  

 

 

 

 

評 価 す る 評価しない  どちらともいえない 
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問 9-3 今後、山形県内での避難者への支援として、期待するものをあげてください。（複数回答可） 

１．生活情報の提供の充実         ２．就職に関する情報の提供 

３．生活資金についての相談        ４．住宅に関すること 

５．心のケア               ６．健康増進に関すること 

７．子育て・教育に関すること       ８．高齢者の生活に関すること 

９．戸別訪問による相談の充実       10．避難者同士の交流に関すること      

11．地域住民との交流に関すること          12．各種イベントへの招待          

13．放射線に関する情報の提供              14．避難元との交通に関すること     

15．冬の生活に関すること 

16．その他（                                 ） 

17．特別な支援は必要ない 

 

問 9-4 今後実施して欲しい避難者支援事業をご記入ください。 
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■ 自由記入欄                             

・避難元に対して山形県から伝えてもらいたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

・政府に対して山形県から伝えてもらいたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

・その他、避難生活で感じていることなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートにご協力いただきありがとうございました 



 



 

発行元  山 形 県 

山形県防災くらし安心部 防災危機管理課 

 復興・避難者支援室 

〒990-8570 山形県山形市松波二丁目 8-1 

電 話 023-630-3100 


